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未来への心をつなぐパートナー



アスパラガス
Asparagus

　ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
な
ど
の
栄
養
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
う
ま
味
の
元
に
な
る
ア

ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
と
呼
ば
れ
る
ア
ミ
ノ
酸
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　新
鮮
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
自
然
な
甘
み
と
み
ず
み
ず
し
さ

が
特
徴
で
す
。
サ
ラ
ダ
や
ソ
テ
ー
、
揚
げ
物
や
お
浸
し
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
調
理
法
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
加
熱
す
る

こ
と
で
、
独
特
の
ホ
ク
ホ
ク
感
も
味
わ
え
ま
す
。

努
力
の
成
果
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る

　
娘
婿
と
し
て
佐
藤
家
に
入
っ
た
永

さ
ん
は
、
義
母
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
以
前
勤
め
て
い
た
職

場
を
辞
め
、就
農
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。

農
業
に
携
わ
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い

な
か
っ
た
と
話
す
永
さ
ん
は
、
義
父
の

技
術
や
想
い
に
な
ら
い
、
日
々
野
菜
栽

培
に
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
の
こ
だ
わ
り
は
、
化
学
肥
料

や
化
成
肥
料
を
使
わ
な
い
こ
と
。
義
父

の
想
い
を
受
け
継
ぎ
、
有
機
肥
料
の
み

の
自
然
に
優
し
い
栽
培
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。

　
手
を
か
け
た
分
の
努
力
が
成
果
と

し
て
見
え
る
と
こ
ろ
が
農
業
の
魅
力
。

数
字
と
し
て
分
か
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
り
、
目
標
も
よ
り

明
確
に
見
え
て
き
ま
す
。
今
後
は
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
食
材
提
供
が
目
標
。

自
信
を
持
っ
て
出
せ
る
よ
う
な
野
菜

を
栽
培
し
た
い
で
す
。

　「
最
近
、５
歳
の
娘
が
、
パ
パ
が
作
っ

た
キ
ュ
ウ
リ
を
食
べ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」

と
、
永
さ
ん
は
最
後
に
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

就農 6 年目
栽培品目：シュンギク、キュウリ
栽培面積：20a

伊達市保原町

佐藤　永 さん（25歳）
ひさし

義父の想いを継いで野菜栽培に奮闘する永さん
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果実の甘みと旨みをギュッと凝縮した
セミドライフルーツ

　
「
一
村
逸
品
」
は
日
本
農
業
新
聞
が

設
け
る
全
国
各
地
の
農
産
加
工
品
を
紹

介
す
る
コ
ー
ナ
ー
。
Ｊ
Ａ
で
は
２
０
２

０
年
度
セ
ミ
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
掲
載

し
、
前
期
審
査
会
に
応
募
。
20
年
１
月

〜
６
月
掲
載
分
の
応
募
商
品
24
点
中
か

ら
、
書
類
選
考
に
通
過
、
食
味
等
の
審

査
を
経
て
、
前
期
優
秀
賞
（
３
点
）
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
２
月
に
は
、
漫
画
家
の
や
く
み
つ
る

氏
を
審
査
委
員
長
に
招
い
た
中
央
審
査

会
が
開
か
れ
、
前
期
優
秀
賞
３
点
、
後

期
優
秀
賞
３
点
か
ら
、
大
賞
１
点
と
金

賞
２
点
が
決
定
。
Ｊ
Ａ
の
セ
ミ
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
が
見
事
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
セ
ミ
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
は
、
管
内
の

主
力
果
実
を
使
用
。
２
０
１
６
年
の
Ｊ

Ａ
合
併
で
管
内
が
広
域
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
多
様
な
商
品
構
成
が
可
能
と

な
り
、
現
在
全
９
種
類
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　 JAふくしま未来のオリジナル６次化商品「セミドライフルーツ」が、
第17回一村逸品大賞で最高賞の大賞に輝きました。ＪＡでは、2012日本農業
新聞一村逸品大賞で６次化商品「桃の涙」（旧ＪＡ新ふくしま）も大賞を受賞し
ていて、２度目の大賞受賞は全国初の快挙となりました。

　
通
常
の
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
に
比
べ
、

し
っ
と
り
柔
ら
か
く
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
食
べ
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

乾
燥
す
る
こ
と
で
、
食
物
繊
維
、
ミ
ネ

ラ
ル
が
凝
縮
し
、
日
持
ち
が
し
て
非
常

食
に
も
向
き
ま
す
。

　
生
食
だ
け
で
な
く
加
工
品
と
し
て
流

通
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
産
者
の
所
得
向

上
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
種
類
は
、

も
も
、
り
ん
ご
、
な
し
、
キ
ウ
イ
、
ブ

ド
ウ（
巨
峰
）
、
い
ち
じ
く
、
ネ
ク
タ

リ
ン
、
黄
金
桃
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
。
Ｊ

Ａ
の
農
産
物
直
売
所
「
こ
こ
ら
」
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
旬
の
果
物
を
、
１
年

を
通
し
て
味
わ
え
る
セ
ミ
ド
ラ
イ
フ

ル
ー
ツ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
食
感
や
風
味
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

特集①

キウイ

もも

りんご

黄金桃

いちじく

なし

ラ・フランス
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特集②

ＪＡふくしま未来の

【ＪＡふくしま未来の農業振興支援事業】

お問い合わせ先

事業内容

担い手育成給付金

助成基準

事業内容

パイプハウス新設支援

果樹苗木助成

花卉生産拡大支援

助成基準

作物を栽培するハウスが対象
※果樹・野菜の施設作物を推奨
※育苗ハウスは対象外

P19 にて詳細をご紹介しています

（１）作業省力化機器導入助成
（２）施設導入助成
（３）電照設備導入助成
（４）促成栽培ボイラー導入助成
（５）種苗購入助成
（６）連作障害対策助成

優良品種・優良系統の苗木をＪＡ購入で助成

農業振興支援事業
―地域農業振興に向け２億円確保―

　ＪＡふくしま未来は、生産者の所得増大・農業生産の拡大を目指し地域農業振興に取り組ん
できました。
　令和３年度についても、中通りから浜通りまでの環境を活かし、地域性を重視した安全・安
心な農畜産物の生産、米穀・果実・野菜・花卉・畜産の生産維持・拡大に努め、「魅力増す農業」
の実現を図ります。そのため、新規就農者や生産拡大を目指す担い手の皆様への助成事業とし
て、２億円の予算を確保し農業振興支援事業を継続していきます。
　今回の特集では、３年度の農業振興支援事業について紹介しますので、ぜひご活用ください。

担い手育成給付金事業を活用し、自走式防除機導入

蔬菜購入苗支援を活用し、
野菜生産の拡大

パイプハウス新設支援を活用し、キュウリのパイプハウス
３棟新設

ゲノミック・素牛購入支援を活用

❶

❷

事業内容

土壌消毒支援

蔬菜購入種支援

蔬菜購入苗支援

助成基準

（１）キュウリの土壌消毒に要する費用が対象
※ホモプシス、センチュウ対策
（２）イチゴの土壌消毒に対する薬剤費

ブロッコリー・ネギ・ニラなど

ゲノミック
（畜産）

ゲノミック評価取り組みが対象
検体費用を助成

素牛購入支援
（畜産）

畜産農家支援
※素牛の購入に対する助成
※１生産者 50万円上限

ＪＡの共選出荷取扱い品目で、共選出荷を目的として購入し
たものが対象
※キュウリ、イチゴ、アスパラガス、トマト、ミニトマト、
　ピーマン、ナス、ブロッコリーなど

福島地区農業振興課　　℡　０２４－５５４－５５３２
伊達地区農業振興課　　℡　０２４－５７５－０１１４
安達地区農業振興課　　℡　０２４３－３３－２７３９
そうま地区農業振興課　℡　０２４４－６７－２７０２

お気軽に、ご連絡・ご相談ください。
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サクッ&とろっアスパラの
肉巻きチーズフライ

〇アスパラガス ･････････ 100g
〇お湯 ･･･････････････ 600ml
〇塩 ･････････････････小さじ1
〇豚肩ロース（薄切り）････ 250g
〇プロセスチーズ ･･･････ 150g
〇ベビーリーフ ･･････････適量
〇揚げ油 ････････････････適量
●薄力粉 ･････････････大さじ3
●卵 ･････････････････1/2個分
●パン粉 ････････････････ 40g
◎ウスターソース ･････大さじ2
◎ケチャップ ･････････大さじ2

　作り方
❶ボウルに◎（ソースの材料）を入れて、よく混ぜ合わせ
ます。
❷アスパラガスは根元の固い部分を切り落とし、ピーラー
で根元の１/３の部分の筋を取りのぞきます。
❸鍋にお湯を沸騰させたら塩、❷を入れて２分ほど茹で、ザ
ルに上げて水気を切ります。
❹プロセスチーズは拍子木切りにします。
❺豚肩ロースを広げ、❸❹をおき巻きます。巻き終わりがは
がれないように軽く握り、塩、黒こしょうを全体にまぶし
ます。
❻●（衣の材料）をそれぞれバットに入れ、❺に薄力粉、溶
き卵、パン粉の順番につけます。
❼フライパンの底から２㎝ほど油を注いで、170℃に熱し、
❻を入れ中に火が通るまで５分ほど（キツネ色になるま
で）揚げます。
❽フライパンから取り出して油を切り、３等分に切ります。
器に盛りつけて、ベビーリーフをのせたら完成です。

材料（２人分）

Ｊ-ＦＡＰポイント★
アスパラガスに含
まれるアミノ酸の
一種のアスパラギ
ン酸は、疲労回復
やスタミナ増強に
効果があります！

大輔
だいすけ

　佐藤さんは７棟のハウスでアスパラガス

を栽培。その他、ニラやシュンギク、キュ

ウリなどを栽培しています。

　アスパラガスの品種はウェルカム。ハウ

スの中にはおいしそうなアスパラガスがた

くさん育っていました！

今年の生育はどうですか？

ピークはいつ頃ですか？

４月頃がピークになります。

一般的には９月まで収穫が続きま

すが、うちでは後作にキュウリが

あるため６月までにしています。

雪が多かったですが、順調に

生育しています。

J-FAP
クッキング

J
-F
A
P

ふ
く
し
ま
魅
力
発
見 vol.

02

ふ
く
し
ま
の

お
い
し
い

楽
し
い

届
け
ま
す

J-FAP（ジェイ ファップ）は、
JAふくしま未来の職員で構成されたPR
チーム。「JAふくしま未来農産物PR」
という意味の英語「JA FukushimaMirai 
AgriculturalProducts PublicRelations」
が由来です。管内の農産物の魅力をお
届けする中で、生産者や消費者と良好
な関係づくりを目指していきます！

伊達市保原町でアスパ
ラガスを生産している
佐藤賢一さんのハウスで
旬のアスパラガスの魅力
を発見してきました。

Ｊ-ＦＡＰ

Q

A

Q

A

おいしいアスパラガスの見分け方を教えてください。Q

穂先が締まっていて、茎の緑色が鮮やかなものが

新鮮でおいしいです。また、はかま（アスパラガ

スの茎についている三角の部分）がきれいな三角

形のものが順調に生育している証です。

A

佐藤さん、いつもおいしいアスパラガス

の生産ありがとうございます。

これからもよろしくお願いします！

YouTube「みらいろチャンネル」

★農家におじゃまします！
★J-FAPクッキング
動画公開中！ご覧ください。
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2
月
中
旬
か
ら
３
月
中
旬
に

か
け
て
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

2021

2-3
month

ト
ピ
ッ
ク
ス

貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

　

Ｊ
Ａ
安
達
地
区
管
内
の
野
内
和
幸
さ

ん
は
、
県
内
で
初
め
て
と
な
る
「
家
畜
・

畜
産
物
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
日
本
版
農
業
生
産

工
程
管
理
）
認
証
」
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
を
続
け
て
20
年
の
野
内
さ

ん
は
、
肥
育
牛
と
繁
殖
牛
を
取
り
扱
う

一
貫
経
営
農
家
と
し
て
30
頭
の
牛
を
飼

　

Ｊ
Ａ
は
営
農
指
導
合
同
出
発
式
を
北

信
支
店
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
管
内
４
カ

所
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
つ
な
い

で
開
催
し
ま
し
た
。
役
職
員
ら
約

２
３
０
人
が
出
席
し
、
令
和
３
年
度
最

重
要
重
点
実
施
事
項
に
掲
げ
る
「
販
売

高
１
営
農
セ
ン
タ
ー
１
億
円
ア
ッ
プ
」

に
向
け
て
意
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
現
場
力
が
大

切
。
営
農
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
出

向
く
営
農
指
導
体
制
を
構
築
・
強
化
し
、

農
業
者
の
技
術
向
上
、
農
業
生
産
の
拡

大
を
目
指
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
安
斉

弘
幸
営
農
部
長
が
令
和
３
年
度
の
事
業

方
針
、
重
点
実
施
事
項
を
説
明
。
４
地

区
の
営
農
経
済
担
当
部
長
が
、「
販
売
高

１
営
農
セ
ン
タ
ー
１
億
円
ア
ッ
プ
」
に

向
け
た
各
地
区
の
取
り
組
み
の
具
体
的

な
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
営
農
指
導
係
を
代
表
し
て
、

伊
達
地
区
営
農
経
済
課
の
佐
藤
悠
左
営

農
指
導
係
が
「
営
農
・
経
済
・
販
売
事

業
一
体
と
な
り
、
地
域
の
ど
ま
ん
な
か

の
Ｊ
Ａ
と
し
て
、
誇
り
と
熱
意
の
あ
る

営
農
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い
く
」
と

決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

育
し
て
い
ま
す
。
野
内
さ
ん
の
畜
産
の

こ
だ
わ
り
は
、
自
給
す
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。
畜
産
と
並
行
し
て
行
う
稲
作
で

得
た
稲
わ
ら
を
牛
の
飼
料
と
し
、
繁
殖

牛
が
産
ん
だ
牛
を
肥
育
牛
と
し
て
育
て

て
い
て
、
持
続
可
能
な
農
業
経
営
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
審
査
を
受
け
、
３
月
に

認
証
取
得
が
決
ま
り
ま
し
た
。
認
証
取

得
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
や
県
北
農
林
事
務
所

農
業
普
及
所
、
家
畜
保
健
所
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
、
１
１
３
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目

を
ク
リ
ア
す
る
た
め
、
複
数
回
調
査
を

実
施
。
評
価
員
の
指
摘
に
対
し
改
善
を

重
ね
、
約
１
年
か
け
て
取
得
に
至
り
ま

し
た
。

　

野
内
さ
ん
は
取
得
に
対
し
て
「
福
島

県
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
取
得
農
畜
産
物
に
、
福
島

牛
が
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
嬉
し
い
。
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
が

残
る
中
、
県
産
品
の
安
全
安
心
を
広
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
目
標
は
、
自
家
産
の
牛
で
、

枝
肉
６
０
０
ｋｇ
で
12
番
（
Ａ
５
ラ
ン
ク
）

を
出
す
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

全
国
有
数
の
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
産
地
で

あ
る
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
二
本
松
市
に
、
キ
ュ

ウ
リ
機
械
共
選
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

安
達
地
区
に
共
選
施
設
が
設
置
さ
れ
る

の
は
初
め
て
で
す
。

　

6
月
に
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
施
設

に
は
機
械
選
果
ラ
イ
ン
が
２
系
列
導
入

さ
れ
、
年
間
１
，７
０
０
ｔ
の
選
果
が
可

能
で
す
。「
日
本
一
の
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
産

地
継
続
構
想
」
に
基
づ
き
、
労
働
力
の

軽
減
や
農
業
所
得
の
増
大
、
栽
培
面
積

の
拡
大
な
ど
、
Ｊ
Ａ
の
基
幹
品
目
で
あ

る
夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
振
興
を
進
め

ま
す
。

　

引
渡
式
で
は
、
役
職
員
が
請
負
業
者

か
ら
設
備
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
生
産
者
の
基

盤
づ
く
り
に
力
を
入
れ
、
夏
秋
キ
ュ
ウ

リ
日
本
一
を
永
続
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

3月11日

夏
秋
キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
振
興

キ
ュ
ウ
リ
機
械
共
選
施
設
完
成

▲担当者から説明を受ける数又組合長（中央）

▲�設備の確認をする役員

　

霜
に
よ
る
農
産
物
の
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
防
霜
対
策
本
部
を
本
店
事

務
所
内
に
設
置
し
ま
し
た
。
果
樹
の
生

育
が
例
年
よ
り
早
い
た
め
、
各
地
区
本

部
と
連
携
し
て
組
合
員
へ
速
や
か
に
注

意
情
報
を
伝
え
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

設
置
式
で
は
数
又
清
市
組
合
長
が

「
防
霜
対
策
と
結
実
確
保
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
行
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
数
又

組
合
長
や
濱
田
賢
次
専
務
ら
が
本
店
入

▲あいさつする数又組合長

3月16日

販
売
高
１
営
農
セ
ン
タ
ー
１
億
円
ア
ッ
プ
へ
の
挑
戦

営
農
指
導
合
同
出
発
式
開
催

3月16日

農
産
物
を
守
れ
！

防
霜
対
策
本
部
設
置

▲�看板を掲げる役員

▲�あいさつをする数又組合長

▲�飼育する肥育牛の前で認証書を手にする野内さん

3月5日

県
内
初
！

野
内
和
幸
さ
ん
家
畜
・
畜
産
物
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得

り
口
に
「
防
霜
対
策
本
部
」
の
看
板
を

掲
げ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
は
各
地
区
本
部
で
15
日
か

ら
順
次
設
置
し
、
5
月
31
日
ま
で
設
置

し
ま
す
。

▲力強く決意表明する佐藤営農指導係
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トピックス
貧困を
なくそう

飢餓を
ゼロに

すべての人
に健康と
福祉を

質の高い
教育を
みんなに

ジェンダー
平等を
実現しよう

安全な水と
トイレを
世界中に

エネルギー
をみんなに
そして
クリーンに

働きがいも 
経済成長も

産業と技術
革新の基盤
をつくろう

人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

の
習
わ
し
な
ど
の
謂
れ
や
ポ
イ
ン
ト
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
お
家
ご
は

ん
」
の
需
要
が
高
ま
る
中
、
レ
シ
ピ
本

を
活
用
し
て
、
家
庭
で
の
話
題
作
り
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

富
田
キ
ヨ
同
女
性
部
長
は
「
郷
土
料

理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
環
境
と
知
恵

が
生
み
出
し
た
貴
重
な
文
化
。
本
を
活

用
し
て
、
次
世
代
に
文
化
を
継
承
し
て

ほ
し
い
」
と
話
ま
し
た
。

　

今
後
同
レ
シ
ピ
本
は
、
管
内
市
町
村

や
小
中
学
校
な
ど
に
配
布
。
料
理
教
室

や
地
域
の
文
化
を
知
る
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
こ
の
ほ
ど
、
合
併
５

周
年
を
記
念
し
た
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集

を
作
成
し
ま
し
た
。
地
域
の
文
化
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
女
性
部
の
想

い
に
よ
り
発
刊
。
管
内
４
地
区
に
伝
わ

る
郷
土
料
理
や
次
世
代
に
残
し
た
い
料

理
を
１
冊
に
ま
と
め
、
食
を
通
じ
て
、

各
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
次
世
代
へ
つ

な
ぎ
ま
す
。

　

レ
シ
ピ
集
に
は
、
春
夏
秋
冬
の
季
節

ご
と
の
料
理
か
ら
通
年
楽
し
め
る
料
理

ま
で
全
40
品
の
レ
シ
ピ
を
掲
載
。
完
成

品
の
写
真
、
材
料
、
作
り
方
の
他
、
食

材
の
特
徴
や
調
理
の
ひ
と
工
夫
、
地
域

▲�管内の郷土料理をまとめたレシピ集

▲�数又清市組合長㊥にレシピ集の完成を報告する
女性部役員ら

3月16日

郷
土
の
味
を
未
来
へ

女
性
部
監
修「
郷
土
料
理
レ
シ
ピ
集
」発
刊

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
、
交
流
が
あ
る
沖
縄

県
の
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
女
性
部
に
巾
着

１
５
２
個
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
女
性
部
員
ら
は
、

農
協
観
光
手
配
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
で
来

県
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
手

渡
す
予
定
で
制
作
し
て
い
た
巾
着
を
送

り
ま
し
た
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
福
島
の
方
言
で
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
い
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
収
納
で
き
る
巾
着
は
女
性
部
員
ら

が
「
家
の
光
」
の
記
事
を
活
用
し
手
作

り
で
制
作
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
地
域
支
援
課
の
村
松
善
美
次
長

は
「
今
後
も
女
性
部
活
動
を
通
じ
『
心

を
耕
す
』
交
流
を
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
南
相
馬

店
内
の
Ｊ
Ａ
農
産
物
直
売
所
「
大
地
」

で
11
日
か
ら
4
日
間
「
復
興
支
援
イ
ベ

ン
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
東
日
本
大
震
災
か
ら

10
年
の
節
目
に
、
被
災
後
も
風
評
被
害

に
負
け
ず
農
産
物
の
生
産
を
続
け
る
地

元
農
家
や
企
業
を
応
援
す
る
た
め
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
市
原
町
区
で
シ
ュ
ン
ギ
ク
な
ど
を

出
荷
し
て
い
る
石
橋
み
ち
子
さ
ん
は「
震

災
や
風
評
被
害
に
負
け
て
ら
れ
な
い
と

一
生
懸
命
生
産
を
続
け
て
き
た
。
お
客

様
に
こ
れ
ま
で
の
感
謝
を
伝
え
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

3月9日

利
用
者
に
感
謝

復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
開
催▲�イベントをPRする担当者

▲�贈られたメッセージつき巾着

3月1日

沖
縄
へ
届
け
！

Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
女
性
部
へ

巾
着
贈
呈

つ
る
し
雛
や
、
梁
川
町
特
産
の
繭
玉
、

山
舟
生
和
紙
を
使
っ
た
つ
る
し
雛
も
お

目
見
え
し
ま
し
た
。
来
場
者
は
、「
見
事

な
作
品
ば
か
り
で
、目
の
保
養
に
な
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

伊
達
地
区
本
部
と
同
女
性
部
は
、「
ひ

な
飾
り
見
に
来
て
く
だ
祭さ

い

」
を
、
み
ら

い
ホ
ー
ル
や
な
が
わ
で
開
き
ま
し
た
。
同

地
区
管
内
の
Ｊ
Ａ
組
合
員
や
女
性
部
員
、

地
域
住
民
な
ど
か
ら
出
展
協
力
を
得
て
、

つ
る
し
雛
や
雛
人
形
な
ど
、
約
80
点
を

展
示
し
連
日
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
地
域

住
民
に
、
心
休
ま
る
癒
し
の
空
間
を
提

供
し
よ
う
と
開
催
。

　

会
場
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
作
り
の

地
域
に
開
か
れ
た
施
設
活
用
を

つ
る
し
雛
、雛
人
形

一
堂
に
展
示

3月4日

▲�つるし雛を楽しむ来場者

2月19日
イ
チ
ゴ
と
あ
ん
ぽ
柿
を
贈
り
感
謝
伝
え
る

医
療
従
事
者
に

農
産
物
贈
呈

▲�農産物を手渡しする数又組合長ら� �
（右から２人目）

　

Ｊ
Ａ
は
伊
達
市
、
桑
折
町
、
国
見
町

な
ど
で
組
織
す
る
伊
達
地
域
農
業
振
興

協
議
会
と
、
病
院
や
診
療
所
、
老
健
施

設
で
働
く
医
療
従
事
者
１
，６
５
１
人
に

旬
の
農
産
物
を
贈
り
ま
し
た
。
医
療
従

事
者
を
応
援
し
、
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
地
元
伊
達
市
、
伊
達
郡
産
の
イ
チ
ゴ

と
あ
ん
ぽ
柿
を
一
人
に
各
１
パ
ッ
ク
ず
つ

贈
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
数
又
清
市
組
合
長
や

須
田
博
行
伊
達
市
長
、
伊
達
医
師
会
の

中
野
新
一
会
長
ら
が
出
席
。
中
野
会
長
は

「
本
当
に
あ
り
が
た
い
。
１
日
で
も
早
く

ス
ム
ー
ズ
な
接
種
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
動
画
共
有
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
の
活
用
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
や
視
聴

回
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
Ｊ
Ａ
や
農
産

物
を
全
世
界
に
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
名
は
「
み
ら
い
ろ
チ
ャ

ン
ネ
ル
」。
２
０
１
６
年
に
開
設
し
、

毎
月
の
組
合
長
の
挨
拶
動
画
や
管
内
施

設
や
風
景
の
ド
ロ
ー
ン
動
画
、
農
産
物

指
導
会
の
様
子
を
動
画
に
し
て
公
開
し

て
い
ま
す
。
現
在
投
稿
動
画
は
１
０
０

本
を
突
破
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数

３
５
２
人
、
総
視
聴
回
数
は
２
６
，

９
９
９
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
４
～
５
本
の
動
画
投
稿
を
目
標

に
、
現
在
は
登
録
者
数
を
増
や
す
取
り

▲�チャンネル登録を呼び掛ける中野課長

3月4日

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
活
用
強
化

日
本
一
の
Ｊ
Ａ
チ
ャ
ン
ネ
ル
目
指
す

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
支
店
や
営

農
セ
ン
タ
ー
等
の
Ｊ
Ａ
施
設
へ
の
チ
ラ

シ
の
掲
示
や
、
組
合
員
向
け
広
報
誌
で

登
録
方
法
を
紹
介
し
た
特
集
を
組
み
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
で

結
成
す
る
農
産
物
Ｐ
Ｒ
チ
ー
ム
が
動
画

に
出
演
し
、
生
産
者
の
生
の
声
や
簡
単

レ
シ
ピ
な
ど
、
消
費
者
の
「
知
り
た
い
」

に
応
え
る
動
画
を
配
信
し
ま
す
。

　

広
報
課
の
中
野
正
博
課
長
は
「
Ｊ
Ａ

事
業
や
取
組
な
ど
へ
の
理
解
促
進
を
目

的
に
『
役
に
立
つ
』『
面
白
い
』
動
画

コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
、
多
く
の
フ
ァ

ン
を
獲
得
し
て
い
き
た
い
」
と
強
く
意

気
込
み
ま
し
た
。

QRコードを読み取り
「みらいろチャンネル」を
ご覧ください。
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トピックス
人や国の
不平等を
なくそう

住み続けら
れるまちづ
くりを

つくる責任 
つかう責任

気候変動に
具体的な対
策を

海の豊かさ
を守ろう

陸の豊かさ
も守ろう

平和と公正
をすべての
人に

パートナー
シップで目
標を達成し
よう

１．耕種的防除
　春型枝病斑からの病源菌の感染は７月頃まで長期間継続するので、春型枝病斑のせん除を徹底します。
　春型枝病斑から病原菌が葉や果
実に感染する際、初期症状として
春型枝病斑の周囲の葉や果実に集
中して発病が見られるようになり
ます。これらの発病葉や発病果実
も２次伝染源となるため、できる
だけ早めに見つけ、せん除します。
春型枝病斑が発生した枝は可能な
限り基部からせん除します。（１年
枝を基部ごとせん除）。なお、除去
した枝等は圃場外に搬出し適切に
処分します。

２．薬剤防除
　本病の病原菌は雨滴に混じって分散し、風が伴うと分散が助長されます（風だけでは分散できない）。今後、
降雨（風が伴う場合は特に注意）を重ねるごとに、春型枝病斑や発病葉、発病果実などの伝染源から感染が拡大
するおそれがあります。
　当ＪＡの地区本部の防除基準（指導）に基づき、落花期から７月までは10日ごとに薬剤散布を行い、散布間
隔が開かないよう防除を徹底するとともに、予防散布を基本とし、降雨前の薬剤散布を心掛けます。

３．その他の対策
　せん孔細菌病は、風を伴う降雨により感染が助長されます。風当たりの強い園地では防風ネットなどによる防
風対策が有効です。
　園地内の停滞水など過湿条件では、葉の気孔が開き急激な感染を引き起こす要因となるので、排水の悪い園地
では、排水対策を徹底します。また、肥培管理を徹底し、適正な樹勢を維持することが大切です。

▲新商品「そば粉のかりんとう」

▲味噌作りを楽しむ受講者

　
Ｊ
Ａ
が
運
営
す
る「
そ
ば
蔵　
旬
楽
里
」

で
、
新
メ
ニ
ュ
ー
「
そ
ば
粉
の
か
り
ん

と
う
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

か
り
ん
と
う
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
消
費

が
停
滞
し
た「
そ
ば
粉
」を
活
用
す
べ
く

考
案
。
福
島
県
産
そ
ば
粉
を
１
０
０
％

使
用
し
、
黒
ゴ
マ
と
白
ゴ
マ
で
仕
上
げ

ま
し
た
。
そ
ば
粉
の
香
ば
し
い
香
り
と

ゴ
マ
の
風
味
、
カ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が

特
徴
の
１
品
で
す
。
１
袋
80
㌘
入
り
で

３
５
０
円
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
店
０
２
４-

５
５
４-

６
７
５
１
へ
お
願
い
し
ま
す
。

3月1日

そ
ば
蔵
旬
楽
里
で
新
商
品
登
場
！

「
そ
ば
粉
の
か
り
ん
と
う
」

　
Ｊ
Ａ
の
親
子
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト「
み

ら
い
ろ
ア
グ
リ
塾
」
第
４
回
の
講
座
と

し
て
、
味
噌
作
り
セ
ッ
ト
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度
同
塾
で
は
、
福
島

大
学
食
農
学
類
生
に
よ
る
大
豆
の
講
義

や
㈱
新
ふ
く
し
ま
フ
ァ
ー
ム
で
の
大
豆

の
収
穫
体
験
な
ど
大
豆
の
生
産
活
動
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
１
年
の
締
め

く
く
り
と
し
て
、
大
豆
を
使
っ
た
味
噌

作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
味
噌
作

り
セ
ッ
ト
を
配
布
し
、
自
宅
で
の
お
う

ち
時
間
を
活
用
し
親
子
で
食
育
を
体
験

す
る
こ
と
を
提
案
。
Ｊ
Ａ
は
大
豆
を
事

前
に
下
茹
で
し
た
セ
ッ
ト
を
配
布
。
各

家
庭
で
、
大
豆
を
潰
す
作
業
か
ら
行
い
、

麹
、
塩
、
種
水
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
、

仕
込
み
容
器
に
入
れ
ま
し
た
。
各
家
庭

で
半
年
ほ
ど
ね
か
せ
、
完
成
し
た
ら
持

ち
寄
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
噌
の
試
食
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

2月16日

お
う
ち
時
間
に
親
子
で
食
育

み
ら
い
ろ
ア
グ
リ
塾

味
噌
作
り
体
験

春先のモモせん孔細菌病対策
　せん孔細菌病の被害を減らすためには、春先（特に４月～５月）の防除対策が重要となります。特に伝染源と
なる春型枝病斑のせん除が極めて重要です。

「せん除の日」を設定して、地域全体でせん除を徹底して行い、本年の被害を減らしましょう!!

モモ 栽培講座

会
で
名
誉
賞
を
受
賞
し
た
佐
藤
一
徳
さ

ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
は
左
記
の
通
り

▽�

第
５
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
春
季
牛

肉
枝
肉
研
究
会　

�

上
野　

広
行

▽�

第
46
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
牛
枝
肉

共
励
会　

�

上
野　

広
行

▽�

第
56
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
『
福
島

牛
』
枝
肉
共
励
会�

荒
川　

浩
良

▽�

Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
冬
季
肉
牛
枝
肉

研
究
会�

上
野　

広
行

▽�

第
５
回
Ｊ
Ａ
ふ
く
し
ま
未
来
女
性
部

肉
牛
枝
肉
研
究
会�

荒
川
美
代
子

　

令
和
２
年
度
に
当
Ｊ
Ａ
が
主
催
し
た

「
枝
肉
共
励
会
」や「
枝
肉
研
究
会
」、「
肉

用
牛
共
進
会
」
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
生
産
者
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
肉

用
牛
表
彰
式
を
福
島
市
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ
で
開
き
ま
し
た
。

　

数
又
清
市
組
合
長
は
「
東
日
本
大
震

災
か
ら
10
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
県
産
畜
産
物
に
対
す
る
風
評
は

未
だ
に
残
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
二
重
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
。
生
産
者
や
関
係
機
関
と
一
体
と

な
り
販
売
強
化
に
努
め
た
い
」
と
挨
拶

し
、
共
励
会
・
研
究
会
の
最
優
秀
賞
、

共
進
会
の
名
誉
賞
・
優
等
賞
な
ど
５
人

に
賞
状
や
副
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
肉
用
牛
共
進▲�受賞者代表で謝辞を述べる佐藤さん

▲�令和２年度受賞畜産農家

2月18日

畜
産
農
家
の
功
績
称
え
る

令
和
２
年
度
肉
用
牛
表
彰
式
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営農情報

皆さまも農業で
いい汗を流してみませんか

　各行政シルバー人材センター等との連携による季節的農作業従事者も地域農業を
支えるパートナーとして大歓迎です。

　ＪＡでは、労働力が必要な農家（求人者）と農業で働きたい方（求職者）をつな

ぐ橋渡しの事業を行っています。これから春作業が本格化する中で、コロナ禍であ

りますが、労働力が必要な農家、農業で働きたい方、農業に興味のある方、皆さま

からのご連絡をお待ちしています。

　福島県とＪＡグループがタッグを組んで農業労働者確保を

支援する求人サイトが立ち上がりました。

お近くのセンターまでご相談・ご連絡をください

●福島地区職業紹介所　　　　電話 024-554-5545
●みらいアグリサービス㈱　　電話 024-575-0148

https://koransyo-nouka.jp/

センター名 電話番号 センター名 電話番号

福島市シルバー人材センター 024-531-2511 二本松市シルバー人材センター 0243-23-5099

川俣町シルバー人材センター 024-565-5342 本宮市シルバー人材センター 0243-24-6080

伊達市シルバー人材センター 024-577-6022 大玉村シルバー人材センター 0243-24-6779

桑折町シルバー人材センター 024-582-3194 そうま広域シルバー人材センター 0244-36-1283

国見町シルバー人材センター 024-585-3405 南相馬市シルバー人材センター 0244-23-0880

農地や農業施設の欠陥に起因する賠償事故
を補償します。

保管物にかかわる賠償事故（損壊・紛失・盗取）を補償します。
観光農園や体験農業のお客様からの預かり物も対象となります。

〇生産物賠償事故が発生した際、再発を防止するための回収費用を補償します。
〇残留農薬による農産物の回収費用を補償します。
〇�生産物賠償事故が発生した場合に、同一原因による他の事故の発生を防止するために行う回収費用を補償します。
〇�農産物に基準値を超える農薬が残留し、法令等により当該農産物を回収する必要が生じた場合の回収費用を補償します。

〇�JA子ども交流プロジェクトによる体験農業受入農家向けの特約です。
〇�体験農業受入農家の宿泊サービスにかかわる賠償事故を補償し、宿泊時の飲食物提供や
荷物保管に起因する賠償事故も対象となります。

〇�農業者（被保険者）が所有・使用または管理する田、畑、
牧場等の農地や農業施設の欠陥に起因する賠償損害をお
支払いします。

農業者賠償責任保険
JA組合員向け

共栄火災

賠償責任保険普通保険約款＋事業活動特別約款（農業者賠償責任保険用）＋農業者特約

農業者賠償責任保険はこんな時にお役にたちます。
農業者特有の賠償責任リスクに対応しています。

施設
リスク

生産物
リスク

保管物
リスク

農地や農業施設での仕事の遂行に起因する
賠償事故を補償します。
〇�農業者（被保険者）が所有・使用もしくは管理する田、畑、
牧場等の農地や農業施設での仕事の遂行に起因する賠償損
害をお支払いします。

農作業による賠償損害は、自分の農地外で
も補償します。

〇�被保険者（農業者）の所有・使用・管理する農地・農業施設において、生産・加工・販売された農産
物等が第三者に引き渡された後に、その農産物等の欠陥に起因して発生した賠償損害をお支払いします。

〇�被保険者（農業者）が管理する保管物が損壊・紛失もしくは盗取されたことにより、その保管物について
正当な権利を有する者に対する賠償損害をお支払いします。

生産物回収リスク（生産物品質特約）

支店・営農センターまで、ご相談・お問い合わせ下さい

体験農業宿泊リスク（民泊補償特約）

農 業専門の求人
サイトです！

県内の農業労働力確保の
ため、福島県が開設した
求人サイトです。

料で利用でき
ます！

求人情報の掲載は無料で
す。（有料の職業紹介所の
あっせんを受けた場合は
別途手数料が発生します。）

無 人情報を自分で
登録できます！

お好きな時間にご自身で
求人情報を登録すること
ができます。

求
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営農情報

ＪＡは新規就農者を
応援します！

ＪＡふくしま未来
「担い手育成給付事業」申請のご案内

　将来の地域農業の維持継続に向けて、農業後継者や定年帰農者、他業種からの新規就農者の育成と確保を図っていく必要があ
り、新たに農業に取り組む意欲のある新規就農者等が、就農・組織設立時からの初期投資の軽減により自立できる農業経営の確立
を促進させることを目的に「ＪＡふくしま未来担い手育成給付金」の給付を行っています。申請等については、各営農センターに窓
口を設け幅広く相談に応じますので、お気軽にご連絡ください。

１．給付対象者
①農業後継者(親元就農者（退職又は定年帰農者も含む））・新規就農者(親元就農以外の新規就農者、他業種からの就農者)・農
業法人・２人以上の担い手が共同で農業に関連する事業を行う営農集団。但し、対象となる後継者・新規就農者は申請時の年
齢を68歳以下とする。
②新規就農者の場合は永住組合員の推薦書を添付すること。
③農業後継者、新規就農者の個人の場合は就農後５年以内、農業法人(法人設立後)、営農集団は３年以内とする。
④事業費並びに生産販売数量・販売額についてＪＡで確認できる者とする。

２．給付金の用途
①農業経営の規模拡大にかかる資金
　農業所得の向上を目的とした生産や新たな栽培技術(気象災害対策を含む)、特色ある産品の開発などに必要な機械購入費・施
設整備費・家畜や種苗の購入費・圃場条件整備費などに要する経費とする。
②新規営農開始にかかる資金
　新たに営農を開始するために必要な機械購入費・施設整備費・家畜や種苗の購入費・圃場条件整備費などに要する経費とする。
③研修にかかる資金
　新規就農による技術習得、新たな栽培技術等の研修に要する費用（通年を通しての営農技術習得などの研修に関すること）。
④その他、組合長が特に認める資金 
　上記用途のほか、本事業目的達成のため必要と認められるもの。
※給付対象外とするもの
・行政・ＪＡ・その他団体等からの補助を受けたものについては対象としない。但し、農業次世代人材投資事業及び新型コロナウ
イルス感染症の影響を克服するための経営継続補助金は対象とする。農業以外への汎用性の高いもの（パソコン等）を除く。

・予算には上限があり申込が多数の場合は、給付金額が変更されることがあります。予めご了承願います。

３．給付金額
①給付金額
　個人・団体ともに申請額の1/2以内とし50万円を上限とする。
②給付額2,500万円以内とする。
③1事業者あたり複数回の申請を可能とするが、農業後継者、農業法人・営農集団については2申請までの給付とし、新規就農者
（親元就農以外の新規就農者、他業種からの就農者）については5申請までとする。

４．給付金申請方法と給付対象者(団体)の決定
①申請書の提出
　ＪＡふくしま未来担い手育成給付金を希望する方は、営農センターに準備されている申請書を記入いただき、ご提出ください。
　※申請書の作成にあたっては、営農指導係、担い手渉外係にご相談ください
②申請書受付期限
　申請書受付は５月末までとし、審査後６月末に決定します。ただし、地区予算の上限に達しない場合は２次募集する場合があり
ます。
　　　　第１期　申請書受付は５月末までとし、審査後6月末に決定。
　　　　第２期　申請書受付は11月末までとし、審査後12月末に決定。

上記以外にも地区毎に『農業振興支援事業』が用意されておりますのでぜひ、ご活用ください。

春の農作業
事故防止
強化月間
春の農繁期は、農作業事
故が多く発生します。 農
作業安全への意識を高
め、事故防止に役立つ事
項を確認していただく 「春
の農作業事故防止強化月
間」 を展開しています。 

令和 3 年 期 間 ４月１日～５月31日 令和３年

作業場所を確認し、危険な箇所に心配りをしましょう。1
転落・転倒の場所は、ほ場から出入りする際の傾斜や法面のほか、道路やほ場の端から法面に
転落・転倒するケースが多くみられます。作業機を傾斜に対して直角に向けてほ場を入退出する
ように注意するとともに、草刈りにより見通しをよくするなど作業前に作業する場所を十分確認し、
危険が潜む箇所を少なくしておきましょう。

高所作業する時は脚立の事故に注意しましょう。4
脚立からの転落事故や転倒事故が発生しています。脚立をこまめに動かし、身を乗り出さず作業
しましょう。

正しい機械操作を行いましょう。3
道路やあぜ道などで発生する事故の原
因として多いものの一つに、片ブレーキ
があります。道路走行時には必ず左右の
ブレーキペダルの連結を確認しましょう。

田植機は重心が後ろにあるので、昇降路や畔超えな
どで、前輪が浮き上がることがあります。また、足元
が泥で滑りやすくなっているので、長靴の泥を落とし、
田植機からの転落や捻挫などに気を付けましょう。

田んぼから田植機を出すときは
バック（後退乗り越え）で出ましょう。2

みんなで注意！農作業事故ゼロ運動

防除が終わったら…

防除機具の洗浄を徹底しましょう！
農薬散布後、器具の洗浄不足により、残った農薬が原因で残留基準超過となった事例が発生しました。

せり情報

販 売 情 報

和牛せり市場
乳牛せり市場
ワンポイントアドバイス

　少しの工夫で、餌を食べる
量が違ってきます。餌箱の粗
飼料は、子牛や親牛がある程
度食べると上から押されて食
べにくくなります。途中で粗飼
料を「ほぐす」・「寄せる」など
をして食べやすくしましょう。子
牛と親牛が、新しい飼料が食
べられるように、餌箱の中もき
れいにしてあげましょう。

餌箱の清掃を

■ＪＡふくしま未来実績（開催日　3月9日・10日）� 単位:円（税込）

性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 62 62 720,979 957,000 503,800 298 2,419 288 665,888 55,091
去 112 112 821,179 1,145,100 533,500 316 2,602 279 789,733 31,446
計 174 174 785,476 1,145,100 503,800 309 2,539 282 733,590 51,886

■福島県家畜市場（開催日　3月9日・10日）� 単位:円（税込）

性 入場 成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 平均日令 前月価格 前月比
雌 288 286 727,992 1,736,900 357,500 294 2,480 288 703,483 24,509
去 443 441 795,420 1,212,200 346,500 312 2,550 282 796,559 -1,139
計 731 727 768,894 1,736,900 346,500 305 2,523 284 757,143 11,751

■乳牛せり市場（開催日　3月18日）� 単位:円（税込）

成立 平均価格 最高価格 最低価格 体重 ㎏単価 前月価格 前月比
Ｅ Ｔ 和 雄 616,734 634,700 580,800 112 5,490 493,166 123,568
乳　 雄　 牛 121,419 182,600 1,100 71 1,711 119,965 1,454
F1雌（スモール） 186,476 304,700 67,100 72 2,593 167,200 19,276
F1雄（スモール） 260,767 403,700 66,000 74 3,543 182,697 78,070
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安
達
郡
大
玉
村
で
農
業
を
営
む
麻

生（
早
福
）希
美
で
す
。専
門
学
校
卒
業

後
、３
年
ほ
ど
事
務
の
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
が
、「
祖
父
が
開
拓
し
て
残
し

て
く
れ
た
場
所
で
季
節
を
感
じ
な
が

ら
仕
事
が
し
た
い
」と
思
い
、２
０
０

８
年
に
父
と
設
立
し
た
株
式
会
社
あ

だ
た
ら
高
原
そ
う
ふ
く
園
芸
で
農
業

に
従
事
し
て
い
ま
す
。現
在
は
夫
、小

学
生
の
娘
と
息
子
、幼
稚
園
児
の
娘
の

５
人
家
族
で
す
。大
玉
村
と
須
賀
川
市

に
あ
る
鉄
骨
造
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
、

主
に
接
ぎ
木
キ
ュ
ウ
リ
の
苗
な
ど
の

野
菜
苗
を
中
心
に
生
産
し
て
い
ま
す
。

年
間
約
80
万
本
を
Ｊ
Ａ
や
Ｊ
Ａ
農
産

物
直
売
所
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
の
た
め
に「
コ
ス
パ
の
良
い

苗
作
り
」に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。５
台

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
ス
ム
ー
ズ
に
苗
の

接
ぎ
木
作
業
を
お
こ
な
い
、要
望
が
あ

れ
ば
Ｃ
Ｍ
Ｖ
予
防
接
種（
ワ
ク
チ
ン
）作

業
を
行
い
ま
す
。手
間
は
か
か
り
ま
す

が
、独
自
の
方
法
で
１
本
１
本
接
種
し

て
い
る
の
で
、ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
萎
凋

病
に
負
け
な
い
元
気
な
苗
に
な
り
、収

量
や
品
質
が
向
上
す
る
事
で
、生
産
者

の
所
得
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　「
頼
ら
れ
る
苗
屋
さ
ん
」を
モ
ッ
ト
ー

に
お
客
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

し
っ
か
り
取
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。地
元
で
育
っ
た
新
鮮
な
苗
を
提

供
す
る
こ
と
で
、流
通
コ
ス
ト
削
減
に

も
繋
が
り
ま
す
し
、苗
の
地
産
地
消
で

地
域
の
農
家
さ
ん
を
支
え
て
い
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
日
々
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　
野
菜
は
直
接
口
に
入
る
も
の
で
、安

全
安
心
は
絶
対
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

今
は
育
苗
が
メ
イ
ン
で
す
が
、将
来
的

に
は
減
農
薬
や
有
機
栽
培
を
勉
強
し
、

自
分
が
納
得
で
き
る
農
産
物
栽
培
に
取

り
組
み
た
い
で
す
。

　
今
後
も
視
野
を
広
く
持
っ
て
、色
ん

な
人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
き

ま
す
。機
械
の
整
備
や
施
設
の
管
理
な

ど「
何
で
も
で
き
る
」父
を
目
標
に
、自

分
も
子
供
た
ち
の
目
標
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
。

プロフィール

安達郡大玉村

㈱あだたら高原そうふく園芸
取締役

幼
い
頃
か
ら
見
て
き
た

農
業
の
道
へ
!

今
後
の
目
標

産
地
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

麻生（早福）希美さん（37才）

あそう　（そうふく）　  のぞみ

い
ち
ょ
う

び
ょ
う

▲出荷を待つキュウリ苗

▲機械のメンテナンスは自分でおこなう ▲こらんしょ市二本松へ花の苗と寄せ植えを出荷

▲大玉村にあるハウスは総面積3,000坪

▲出荷される苗を見守る希美さん。「元気に育って」と願いを込める

▲以前乗っていた愛車　いつかはレストアして乗りたいと話す

▲ワクチン済の苗

農業で活躍する
女性を紹介

農業
女子

のうぎょうじょし

02
vol.

季節を感じられる

最高の仕事

21 20



曳地 美雪さん（伊達市梁川町）

今村 久子さん（伊達市保原町） 今野 廣子さん（南相馬市鹿島区） 佐藤 ヨシさん（二本松市） 佐藤 弘美さん（福島市） 宍戸 フミさん（桑折町）

鈴木 美江子さん（伊達市梁川町）鈴木 栄子さん（伊達市保原町）鈴木 キミエさん（伊達市梁川町）八巻 美奈子さん（伊達市梁川町）大石 久子さん（二本松市）

橘 美知子さん（伊達市梁川町） 桑折 ツネ子さん（南相馬市原町区） 佐藤 久子さん（二本松市） 佐藤 静子さん（伊達市保原町）

山田 ひで子さん（伊達市保原町） 大川 京子さん（郡山市）

但野 ヨオ子さん（南相馬市鹿島区） 野田 好子さん（伊達市保原町）

加藤 洋子さん（二本松市） 五賀 友子さん（南相馬市鹿島区）　

（順不同）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳

作品募集中

絵手紙、短歌、俳句、川柳の作品を募集いたします。
住所・氏名・年齢・ご連絡先を明記の上ハガキまたは封書にて、
お送りください。また、「みらいろ」を見てのご意見、ご感想も
お待ちしております。応募締切は4月14日（水）必着です。

短歌、俳句、川柳にご応募の方は、作品の種類をご明
記ください。

〒960-0185　福島県福島市北矢野目字原田東1-1

JAふくしま未来「みらいろ作品展」係

ご応募いただいた作品は、JAの農産物直売所で掲示させ
ていただきますので、あらかじめご了承ください。

短
歌

南
か
ら
さ
く
ら
咲
い
た
と
便
り
あ
る

春
お
そ
し
弥
月
の
風
が
頬
を
さ
す

吉
田 

昭
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

友
よ
り
の
か
が
り
火
草
は
三
年
目

真
紅
の
花
を
三
本
見
せ
ぬ

森
谷 

悦
子
さ
ん
（
福
島
市
）

花
芽
ふ
き
寝
む
り
し
木
々
も
芽
が
さ
め
て

田
畑
せ
わ
し
く
早
起
き
仕
事

佐
藤 

弘
美
さ
ん
（
福
島
市
）

ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
鶯
鳴
い
た
よ
ス
マ
ホ
に
録
り
て

流
し
聴
か
せ
し
亡
き
夫
に

佐
原 

静
枝
さ
ん
（
相
馬
市
）

いつの
ま
に
十
年
過
ぎ
ま
ん
さ
く
の

花
は
咲
け
ど
も
ま
だ
道
半
ば

横
山 

菊
子
さ
ん
（
飯
舘
村
）

鶯
の
初
鳴
き
届
け
ア
ン
コ
ー
ル

川
辺
の
フ
グ
リ
揺
ら
し
微
笑
む

西
戸 

妙
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

青
空
に
向
い
旅
立
ち
出
合
い

別
れ
涙
を
桜
の
花
見
守
り

吉
田 

英
子
さ
ん
（
伊
達
市
梁
川
町
）

春
立
ち
て
自
然
息
吹
き
深
呼
吸

流
る
る
雲
は
北
へ
東
へ

渡
辺 

絹
子
さ
ん
（
福
島
市
）

被
曝
し
て
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦
」
宮
城
沖

ア
メ
リ
カ
空
母
ロ
ナ
ル
ド
レ
ー
ガ
ン

清
水 

義
宏
さ
ん
（
相
馬
市
）

月
光
る
池
の
ほ
と
り
に
朝
も
や
が

冬
眠
明
け
て
メ
ダ
カ
泳
ぎ
お
る

宍
戸 

マ
リ
子
さ
ん
（
福
島
市
）

ふ
る
さ
と
の
駅
降
り
先
ず
は
深
呼
吸

そ
し
て
ゆ
つ
く
り
歩
み
始
め
ぬ

小
田 

和
子
さ
ん
（
明
石
市
）

地
震
き
て
消
え
る
灯
に
手
探
り
の

ふ
ら
つ
く
闇
に
拾
う
お
位
碑

大
内 

由
美
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

石
鹸
玉
吹
く
子
に
残
し
た
き
地
球

ぱ
つ
と
壊
れ
る
や
う
で
は
困
る

小
田 

慶
喜
さ
ん
（
明
石
市
）

青
白
く
夜
空
に
伸
び
る
鎮
魂
の

光
に
祈
る
３
・１
１

田
中 

里
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

鶯
の
初
鳴
き
の
声
哀
れ
ん
で

こ
れ
が
見
本
と
口
笛
聞
か
す

平
田  

一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

俳
句

ま
だ
慣
れ
ぬ
う
ぐ
い
す
鳴
い
て
耳
を
貸
す

富
田 

タ
ツ
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

ふ
き
の
と
う
香
り
も
味
も
春
一
番

梅
村 

チ
ヨ
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

桜
咲
く
念
願
叶
う
希
望
校

松
坂 

義
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

日
に
日
に
と
鳥
語
花
香
は
増
し
て
い
く

菅
野 

愛
花
さ
ん
（
二
本
松
市
）

も
う
す
ぐ
に
六
年
生
の
春
が
く
る

中
野 

里
桜
花
さ
ん
（
相
馬
市
）

北
帰
行
白
鳥
の
む
れ
か
げ
か
な
し

夏
山 

繁
樹
さ
ん
（
福
島
市
）

ひ
と
つ
き
で
三
寒
四
温
感
じ
て
る

菅
野 

睦
子
さ
ん
（
二
本
松
市
）

蕗
の
と
う
春
一
番
の
友
が
来
る

須
賀 

深
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

吊
し
柿
旨
味
が
ぎ
ゅっ
と
ぶ
ら
さ
が
り

加
藤 

慶
子
さ
ん
（
伊
達
市
霊
山
町
）

水
温
む
土
の
に
お
い
と
風
の
音

富
田 

直
子
さ
ん
（
水
戸
市
）

梅
満
開
片
足
キ
ツ
ネ
顔
見
せ
に

前
原 

ゆ
う
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
小
高
区
）

風
な
し
と
今
日
は一
人
で
散
歩
す
る

岩
佐 

良
子
さ
ん
（
新
地
町
）

雪
解
け
の
光
る
川
面
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

佐
藤 

文
子
さ
ん
（
伊
達
市
保
原
町
）

敷
わ
ら
を
重
し
と
芽
吹
く
三
度
豆

永
倉 

重
子
さ
ん
（
福
島
市
）

川
柳

不
祥
事
の
ま
ん
延
防
止
策
ほ
し
い

山
本 

松
太
郎
さ
ん
（
本
宮
市
）

世
話
ご
と
は
多
く
努
め
て
当
り
ま
え

鈴
木 

記
代
さ
ん
（
大
玉
村
）

赤
ベコ
も
疫
病
退
散
マ
ス
ク
す
る

草
野 

小
心
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

春
う
ら
ら
菜
の
花
畑
に
す
い
こ
ま
れ

今
野 

純
子
さ
ん
（
新
地
町
）

見
上
げ
た
ら
枝
垂
れ
桜
と
空
の
青

平
間 

勝
成
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ジ
ェン
ダ
ー
論
さ
け
て
は
通
れ
ぬ
令
和
時
代

佐
藤 

良
子
さ
ん
（
本
宮
市
）

千
羽
鶴
コ
ロ
ナ
飛
ん
出
け
と
折
り
続
け

市
山 

カ
ツ
エ
さ
ん
（
国
見
町
）

春
風
や
日
向
ぼ
っ
こ
に
ほ
ほ
撫
で
る

吉
田 

ユ
キ
さ
ん
（
二
本
松
市
）

言
う
度
に
正
直
言
っ
て
と
嘘
を
言
う

寿 

善
美
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

孫
ふ
た
り
小
学
校
入
学
お
め
で
と
う

清
水 

里
子
さ
ん
（
相
馬
市
）

イ
ヌ
フ
グ
リ
踏
ま
ず
に
通
る
空
の
色

菅
井 

昭
子
さ
ん
（
国
見
町
）

午
睡
後
の
コ
ー
ヒ
ー
楽
し
フ
ロ
ア
に
香
る

安
藤 

直
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
鹿
島
区
）

コ
ロ
ナ
禍
で
と
な
り
も
遠
く
な
か
に
け
り

佐
藤 

忠
良
さ
ん
（
二
本
松
市
）

腹
の
肉
誰
に
も
負
け
ず
出
せ
ま
す
よ

菅
野 

勝
元
さ
ん
（
二
本
松
市
）

帰
宅
し
て
う
が
い
手
洗
い
皿
洗
い

村
田 

京
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

コ
ロ
ナ
禍
ア
イ
ウ
ベ
ー
体
操
ぼ
け
防
止

阿
部 

京
子
さ
ん
（
福
島
市
）

海
底
を
掘
っ
た
友
曰
く
水
は
友

藤
原 

實
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

地
震
前
キ
ジ
鳴
い
た
も
の
鳴
ぬ
は
異
変

藤
原 

菊
雄
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

サ
ル
の
網
無
網
山
か
ら
二
十
匹

藤
原 

元
気
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

春
き
て
も
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
希
望
見
え
ぬ

太
田 

幸
子
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

夜
地
震
ト
ッ
サ
で
ウ
ロ
〳
〵
床
被
る

三
浦 

良
一さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

ワ
ク
チ
ン
来
、
コ
ロ
ナ一
気
に
沈
没
な
ら

藤
原 

和
江
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

死
刑
廃
止
家
族
殺
害
ど
う
思
う

太
田 

三
秀
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

森
相
撲
ウ
ッ
チ
ャ
リ
負
け
て
バ
ト
ン
も
落
ち

引
地 

茂
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）

男
孫
「
オ
ナ
ゴ
」
と
云
っ
た
叱
ら
れ
る

デ
ク
ノ
坊
さ
ん
（
南
相
馬
市
原
町
区
）
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松川支店
河野 信一さんのお孫さん

凛
り

玖
く

くん（3歳）

原町西支店
氏家 文由貴さん、
　 　美穂子さんのお子さん

保原総合支店
大橋 矢さん、
　　 宝来さんのお子さん

二本松支店
根本 大輔さん、
　　 静佳さんのお子さん

ケンカも沢山、
叱られることも沢山だけど、
いつまでも、元気な
仲良し兄弟でいてね。

兄弟仲良く
元気に遊ぼうね！

弟が生まれて、
お姉ちゃんになりました。

２人共、元気に大きくなってね。

想
そ

楽
ら

ちゃん（2歳） 青
は

空
る

くん（5歳） 大
ひろ

夢
む

くん（2歳）

成
なる

美
み

ちゃん（3歳） 匠
たく

海
み

くん（3ヶ月）

兄姉仲良く
元気にそだってね！

晴
はる

くん（4歳） 快
かい

くん（10ヶ月）

創造的自己改革へのさらなる挑戦 !!　みなさまの評価・応援が私たちの力になります！力

宍戸理事長へ目録を手渡す数又組合長

福島大学
学生日記

　「農業革命は、史上最大の詐欺だった
のだ。」
　歴史学者のユヴァル・ノア・ハラリ氏
は、『サピエンス全史』にて農業革命をこ
う説きました。狩猟採集生活から農耕生
活に移行したことで、進化上の人類は成
功したものの、個 の々人間には飢餓、感
染病、そして暴力（戦争）の苦しみをもた
らしたとのことです。この文は、僕のこれま
での人生の最も衝撃を与えた一文です。
本当にそうなんだろうか？
　こんにちは、食農学類 3 年生の伊予
です。食農学生で運営する学鴇会（がく
ほうかい）の会長もしています。僕の小学
校は自然豊かな場所にあり、６年間通学
時に毎日田んぼ道を歩きました。田んぼ
が見せる四季の豊かさを肌で感じ、無意
識に農業の素晴らしさに触れていたと思
います。大学で農学について学び、さらに
その思いは強まりました。ハラリ氏の考え
に対しては、感傷的に否定したくなります。
しかし、農業の現状と環境問題、人口増

加に伴う食糧問題を考えると、農業革命
の負の側面を根底から改善する必要が
あります。
　今後、人類は地球の循環システムと調
和し、持続の道を追い求めなければいけ
ません。地球の循環システムに最も近い
のが「農」であり、それに最も近いのが
「食」です。福島大学に新たに生まれた食
農学類の使命は、サステイナブルソサエ
ティ（持続可能な社会）の実現です。今
後、食農学類が福島の食と農にどんな架
け橋を築けるのか楽しみにしてください。

農業の現場で学ぶ
vol.02

創造的自己改革実践中!! vol.37

Instagram

　ＪＡグループ自己改革の取り組みの一環として、当Ｊ

Ａは、社会福祉法人「ジェイエイ新ふくしま福祉会 アグ

リホーム」へ福祉車両を１台寄贈しました。

　「アグリホーム」は旧ＪＡ新ふくしま（現ＪＡふくしま

未来）が、平成１１年に高齢者福祉活動構想により設立し

た介護福祉施設で、女性部各部員からの浄財の

寄贈や、同ＪＡからの資産譲渡等の財務支援に

より設立された経緯があります。

　現在の同施設の利用状況は、月平均の利用

が、ヘルパーステーション約200人、デイサービ

スセンター約560人、指定居宅介護支援事業所

約130件、地域包括支援センター約200件と貴

重で地域に根ざした介護福祉施設となってい

ます。

　同会の宍戸英一理事長と同施設の紺野正人

施設長がＪＡ本店を訪れ、数又清市組合長から

福祉車両の目録を受け取りました。宍戸理事長は「介護

事業は大変厳しい状況にあり、ありがたく活用させてい

ただく。事業運営安定に努める」と感謝の言葉を述べま

した。

アグリホームへの福祉車両進呈

福島の食と農へ架け橋を

食農とは

食農学類３年生

伊与 剛志

祖父母が趣味で管理している畑

＠学鴇会
（がくほうかい）

SNSで
活動状況を
随時発信！
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※表紙の色が確定したら、背景に色付ける

さらに協力店を知りたい場合は、各直売所に置いてある「協力店ガイド」をご覧ください。

みらいろポイントカード協力店で

ここではみらいろポイントカードを提示することで、サービスが受けられるお店を紹介します。

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

　ポイントカード

みらいろ
ド

みらいろの木

クトオ なサービスを受けよう！
みらいろ

ポイントカード
協力店紹介

中華　朴伝
福島名物円盤餃子や、店主自慢の一品
料理、麺類、ご飯ものなど、メニューを豊
富に取り揃えております。宴会（4,000
円税込～）も大人気です。テイクアウトも
可能です。

サービス内容

円盤ぎょうざ20個を25個に
増量

福島市

住　　所

営業時間
定 休 日
T E L

福島市置賜町4-27
大野屋1104ビル1階
17：30～（材料がなくなり次第）
日曜日・祝日の月曜日
024-522-1104

ちゅう か　　　ぼく でん

カット＆パーマ　夢
髪も心も美しく爽やかに。

サービス内容

ハンドクリームプレゼント
（初回のみ）

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市笹谷字新町20
8：30～ 18：00
木曜日
024-557-6374

㈲新栄オートサービス
指定工場の当社に車のことならなんで
もお任せください。

サービス内容

車検1か月前の予約の方エンジ
ンオイル5割引、鈑金修理もあ
わせて予約（車検入庫時）する
と鈑金工賃20％割引。ティッ
シュボックス2箱プレゼント。

福島市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

福島市飯野町大久保字作ノ入9-1
8：15～ 17：15
祝日・第2土曜日
024-562-4646

㈲高野ボデー
24時間レッカーサービス

サービス内容

車検時BOXティッシュ5個、点検
時BOXティッシュ2個プレゼント

川俣町

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

川俣町大字鶴沢字西町115-1
9：00～ 18：00
日曜日・祝日・第2土曜日
024-566-3618

保原　柏屋
うす皮饅頭をはじめとして、和菓子・
洋菓子を取り揃えております。

サービス内容

1,080円以上お買い上げの
お客様にうす皮饅頭1個プレ
ゼント

伊達市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

伊達市保原町7丁目16-1
9：00～ 18：00
1月1日のみ
024-575-3328

㈲ぬか茂菓子店
地元本宮のとろろ芋の粉、烏骨鶏の卵を
使った本宮産品、もとみやまんじゅう、バ
タどら、モンすふれ好評発売中

サービス内容

みずいろ夢カードポイント2倍

本宮市

住　　所
営業時間

定 休 日

T E L

本宮市本宮字馬場98
8：00～ 18：45
（日曜8：00～ 18：00）
月曜日
※月曜日が祝日の時、翌日
0243-34-2203

㈱渡邊オート
新車ダイハツピット店、中古車販売、車
検整備、車のことなら何でもお任せくだ
さい。

サービス内容

整備工賃5％割引、車検時エ
ンジンオイルサービス

二本松市

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

二本松市正法寺町95
8：30～ 18：00
日曜日・祝日
0243-23-6293

㈲BSW
各種自動車販売・車検整備・鈑金塗装

サービス内容

車検でご入庫頂いたお客様に
代金決済時粗品進呈

大玉村

住　　所
営業時間
定 休 日
T E L

大玉村大山字広松36-1
9：00～ 17：00
日曜日・祝日
0243-48-2711

すし居酒屋　青くじら
おいしい「おすし」「さかな」「お酒」を準
備しておまちしております。

サービス内容

上すし、1500円→1300円、ふく
しま日本酒1杯ワンコイン（500
円）※カード1枚につき1つまで

相馬市

住　　所
営業時間
定 休 日

T E L

相馬市中村字荒井町66
17：00～ 22：00
日曜日
（月曜日が含まれる場合あり）
0244-26-6606

㈱クルマのわかつき
車の事ならなんでも用命ください。

サービス内容

車検・点検時ティッシュBOX
プレゼント

南相馬市

住　　所

営業時間
定 休 日

T E L

（本  店）南相馬市原町区牛来字出口147-6
（6号店）南相馬市原町区北原字境堀２４３
9：00～ 18：00
（本  店）祝日・第1土曜日
（6号店）火曜日
（本  店）0244-24-6301
（6号店）0244-25-0502

介護認定に
ついて知りたい 

身体介護サービス 生活援助サービス

こんなお悩みありませんか？

オムツ交換・身体整容
食事・入浴・排泄介助
清拭・移動・移乗介助
自立支援のための見守り
　　　        　　　・・・他　

一般的な
掃除・洗濯
調理・配下膳・買い物
　　　　　　       ・・・他　

介護サービスを
利用したい 

地域の介護を
みんなで支え
合いましょう‼

JAの介護福祉事業
　介護保険法に基づき、介護保険利用者様が住み慣れたご自宅で、安心して生活を送れる
ように、介護福祉職員が一丸となりサービスをさせていただいております。

★経験豊富で、親切なケアマネジャーが揃っています。
　介護について不安なこと、困っていること、お気軽にお
電話ください。

　ご自宅での生活をＪＡ訪問介護員が全面サポート致します。
　利用者様の身の回りの事を親身になって介護させていただい
ております。

※訪問介護のご利用については担当ケアマネジャーにご相談下さい

【福島地区】介護プランセンターかわまた　  024-565-3200
【伊達地区】居宅介護支援事業所だて　　    024-575-0322
【安達地区】居宅介護支援事業所にほんまつ  0243-22-1001
　　　　　居宅介護支援事業所もとみや　  0243-24-1184
【そうま地区】居宅介護支援事業所そうま　　  0244-46-5067 【福島地区】 ヘルパーステーションかわまた　024-538-2430

【伊達地区】ヘルパーステーションほほえみ　024-575-0260
【安達地区】訪問介護事業所にほんまつ　　　0243-24-7630
【そうま地区】訪問介護事業所そうま　　　　　0244-46-5037

居宅介護支援事業
きょたくかい ご し えんじぎょう ほうもん かい ご じぎょう

訪問介護事業のご案内

 など
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阿武隈高地の中腹に位置する飯舘村。東西に走る県道12号沿線
には当ＪＡ飯舘総合支店や、いいたて村の道の駅までい館があ
り、４月には地域の営農復興を目指しライスセンターが完成しま
した。

宿泊体験館「きこり」から見る飯舘村
そうま地区（飯舘村）

ドローンで見る
ふくしま未来02

https://www.ja-f-mirai.or.jp/link/?drone

ホームページで動画もご覧いただけます。

検 索JAふくしま未来 ドローン動画集

お
知
ら
せ

ＪＡご利用の皆様へＪＡご利用の皆様へ 　皆様から、より一層のご信頼をいただけるよう下記の取り扱いを
させていただいております。ご理解とご協力をお願いいたします。

お気づきの点がございましたら、下記までご一報くださいますようお願い申し上げます。

コンプライアンス対策課　☎024-529-7951

必ず行います
▶�当ＪＡ職員が、訪問先または店舗窓口において、お客様から現金、通帳･証書、払戻請求書等の重要物をお預かりする際は、当ＪＡ所定
の「受取書」または「定期積金掛込専用受取書」をお渡しします。
▶�定期積金の掛金をお預かりする際には、当ＪＡ所定の「定期積金掛込専用受取書」をお渡しし、定期積金証書の裏面の掛込領収欄に、お取引
日の領収日・領収印を押印します。
▶例外なく、定期的な担当者の変更を実施します。
決して行いません
▶�当ＪＡ職員が当ＪＡ所定の「受取書」または「定期積金掛込専用受取書」以外の名刺やメモ等を受取書の代わりとして現金、通帳・証書、
払戻請求書等の重要物をお預かりすることはありません。
▶�お客様のご印鑑をお預かりすること、キャッシュカードの暗証番号をお聞きすることはありません。
▶�お借入れの担保品となる場合を除き、通帳・証書等の重要物を長期に亘りお預かりすることはできません。
お客様へのお願い
▶�「受取書」「定期積金掛込専用受取書」の記載内容・お取引日に誤りがないか十分ご確認ください。
▶�当ＪＡ所定の「受取書」は、お客様へ現金お届けや重要書類等をお返しする際、引き換えに回収しますので、それまで大切に保管してください。
▶�通帳・証書等をお受け取りの際は、内容に誤りがないかご確認ください。通帳は、少なくとも月に1回はご記帳いただくことをお勧めい
たします。ご記帳は最寄りのＪＡのATM、窓口をご利用ください。
▶�当ＪＡ職員が、万一、受取書をお渡ししない等、お客様との応対について、ご不明・ご不審な点がございましたら、担当者にお問い合わせ
せず、直接当組合お問い合わせ・相談窓口までご連絡ください。

集金業務受取書についてのお知らせ
災害対策型

JAリフォームローン
固定金利選択型

　この度の令和３年福島県沖を震源とする地震により被害を受けられた皆さまに、心か
らお見舞い申し上げます。
　ふくしま未来農業協同組合では、今般の地震により被害を受けられた皆さまの復旧を
お手伝いさせていただくため、お客様への融資商品をお取り扱いさせていただきますの
で、お知らせいたします。

詳しくは、最寄りのＪＡ窓口もしくはローンセンターへお問い合わせください。

“令和３年福島県沖を震源とする地震により被害を受けられた皆さまへの対応について”
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園芸研究家●成松次郎

家庭菜園のススメ家庭菜園のススメ
野 菜 を つ く ろ う ！

　日当たりの良い場所を選び、事前に1㎡当たり苦
土石灰100gを散布し、植え付けの1週間前には化
成肥料（NPK各成分10％）200gと堆肥2kgを全面
散布し、よくたがやしておき、120cm幅のベッドを
作ります。

　種の皮は堅く吸水しにくいので、ペンチで傷を付
け１晩水に浸して十分吸水させます。高温性で、発
芽に25度以上は必要なので、5～6月まきが適しま
す。種まきは、直径9cm程度のポリポットに3粒ま
き、本葉1～2枚の頃に1本に間引き、本葉3～4枚の
頃に植え付けます（図1）。

　条間80～90cm、株間80～100cmに植え付けま
す（図2）。 　開花後15～20日で、果実の形が完成し、果皮につ

やが現れるまでに、早めに収穫します。取り遅れる
と、果実は黄～だいだい色に変色し、完熟するとア
ケビのように果実が割れ、赤い種が見えてきます。

　果実がなり始めたら、月に1～2回、1株当たり
10gくらいの化成肥料を株の周囲に施します。

　つる性なので早めに支柱を立て、これに誘引しま
す。支柱は合掌式に組み、ネットを張れば、つる先が
絡まり安定します。初期につるを誘引し、後は放任
でもたくさんの果実を収穫できます。コンパクトに
育てるには、親づるを4～5枚で摘心し、脇から出る
子づるは5～7枚で摘心して孫づるを出させます。
なお、生育は大変旺盛なので、日よけ棚作りにも向
いています（図3）。

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています

　果実の形状と色で、濃緑色で中長型の「えらぶ」、
短太型の「沖縄あばしゴーヤー」など、白い果実
の品種もあります。

　野菜の中でも、暑いほど生育が旺盛なゴーヤーは特有の苦味が特徴の夏の健康野菜です。苦味の成分は
モモルデシンという物質で、胃液の分泌を促し食欲を増進し、栄養成分ではビタミンCが特に多く、カロテ
ンとミネラルも豊富です。

ＪＡの営農担当者監修のもと、「これから野菜をつくってみたい！」
と考えているみなさんに役立つ情報をお届けします♪
第２回は、「ゴーヤー（ニガウリ）～緑のカーテンにも最適～」です。

官製ハガキに、①パズルの答え  ②郵便番号  ③住所  ④氏名 ⑤年齢 
⑥職業 ⑦電話番号 ⑧JAや広報誌に関するご意見、ご要望、地域の
話題等を記入の上、上記の宛先までご応募ください。

〒960-0185
福島県福島市北矢野目字原田東1-1
JAふくしま未来「広報誌クロスワードパズル」 係

記載された個人情報は、賞品の発送以外の目的には使用いたしません。当選者の発表は賞品の
発送をもってかえさせていただきます。

クロスワードパズルク ス ー パ ル

正解者の中から抽選で
「みらいろオリジナルグッズ」
を10名様にお送りさせて
いただきます。

宛 先

応募
方法

事 業 実 績

理 事 会 報 告JAふくしま未来の概要

編 集 後 記

組　合　員　数　（正）
　　　〃　　　　（准）
役　　員　　数　理事
　　　〃　　　　監事
職　　員　　数
准　職　員　数
出　　資　　金

購 買 品 供 給 高
販 売 品 販 売 高
貯 　 金 　 高
貸   付   金   高
長 期 共 済 保 有 高

1　亀が日なたで̶̶干しをしている
3　漢字で書くと雲雀。空高くさえずる
野鳥です。あげ̶̶、̶ ̶笛

5　砕けて石や砂になります
6　突然、風船が̶̶した
7　種、稲、穂に共通の部首
9　5月の第2日曜日は̶̶の日です
11 和服の袖の下に垂れた部分
13 物質の性質や星の動きなどを学びます
15 胴が太いヘビのような形をしてい
るという、幻の生物

17 二輪車のことです
19 奈良や京都のように昔、都が置か
れていた場所

20 中国に次いで人口の多い国
21 紳士服̶̶は4階でございます

1　5月の空を泳ぎます
2　ポカポカ陽気の日には脱いで腕に
掛ける人も

3　魚の胸や背、尾などのヒラヒラ
4　『トッカータとフーガ』を作曲しま
した

6　柱や立ち木の間につるして使う寝
具

8　トマトの実の食べない部分
10 バラは「愛」や「美」、アヤメなら「朗
報」「希望」など

12  ̶ ̶を買って家を建てた
14 リュックやトランクもこれの一種
16  ゴールまで̶̶5kmです
18  つるべを下ろして水をくみます

応募締切

4月14日水
（必着）

二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？
二重マスの文字をA～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

A B C ED
レ ン ゲ ソ ウ

先月号の答え

⬇タテのカギ➡ヨコのカギ

■ 協議事項 ■
議案第１号　令和3年度販売・購買手数料率の設定について
議案第２号　令和3年度販売前渡金対象品目・単価・期間の設定について
議案第３号　令和3年度農業振興支援事業について
議案第４号　令和3年度余裕金運用基本方針および運用計画について
議案第５号　令和3年度借入金の最高限度額の決定について
議案第６号　同一人に対する信用供与等の最高限度額の決定について
議案第７号　貸付利率の最高限度について
議案第８号　理事に対する貯金担保貸付金、共済担保貸付金ならびに販

売前渡金の対応について
議案第９号　令和3年度地公体等融資の新規実行融資枠設定について
議案第10号　貸付業務規程の一部改正について
議案第11号　信用事業事務取扱手数料徴収基準の改正について
議案第12号　令和3年度組織機構並びに職制規程の一部改正について
議案第13号　「内部統制システム」整備・運用状況の確認について
議案第14号　農産物共選場・集出荷施設会計（共選場会計）基準の統一並

びに施設整備対策積立金基準一部変更の考え方について
議案第15号　役員賠償責任保険の加入について
議案第16号　令和2年度出資金減口について
議案第17号　アグリホーム（社会福祉法人ジェイエイ新ふくしま福祉会）

への車両寄贈について
議案第18号　令和2年度 年度末賞与の支給について
議案第19号　令和3年度コンプライアンスプログラムの設定について
議案第20号　令和2年度債権の償却について
議案第21号　福島県常例検査の回答書（案）について
議案第22号　令和2年度第3四半期監事監査回答書（案）について
議案第23号　令和3年度内部監査計画について

　昨年来のコロナ禍で生活環境が一変した方も多く大変な思い
をしていると思いますが、働き方や暮らし方をうまく変えて、春
の芽吹きとともに一日も早く穏やかな日が訪れることを心から
願っています。今月も皆様に楽しく読んでいただけるよう広報課
一同努めて参りますのでよろしくお願い致します。　　　 （中野）

第13回
理事会

日時 ／  令和3年2月26日（金）
場所 ／ ＪＡ福島ビル10階　1001会議室45,804人

48,412人
53人
8人

1,220人
280人

16,022百万円

令和3年2月末現在

9,684百万円
28,708百万円
734,852百万円
197,682百万円

2,468,765百万円

31 30
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今月の
直売所
出荷者
さん

福島市飯坂町茂庭

山 田 　 誠 さん（69）
や ま  だ 　     まこと

　農産物直売所運営委員会特産班に所属していま
す。年間を通してシイタケ、季節ごとにナメコ、ヒラ
タケ、マイタケなど主にキノコを栽培しています。
　「安定した生産を心掛けている」と話す山田さん。
寒暖差のある地域の気候特性や自然豊かな環境を

活かし、自然栽培で旨味のあるキノコ栽培に取り組
んでいます。
　大きくて見ごたえと食べごたえのあるキノコをぜ
ひ食べてみてください。

４月10日（土）、４月11日（日）４月17日（土）、27日（火）
納豆の日

毎週土・日
お米の日

春野菜まつり

４月24日（土）、４月25日（日）

毎週金・土・日

内池醸造まつり
４月10日（土）、４月11日（日）
お家でお花見セール

4月15日（木）、4月16日（金）
こらんしょ市の日

4月17日（土）、4月18日（日）
旬のお野菜まつり

４月20日（火）
豆腐の日

4月24日（土）、4月25日（日）
旬のフルーツまつり

4月28日（水）～4月30日（金）
月末の市

旬の味覚の特売

ここら全店 みらい百彩館 んめ～べ こらんしょ市　二本松店・本宮店

ふれあい旬のひろば
　　　  ・旬のひろば

直売所イベント情報
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